































































































































































































































































































































































































































































































































































しています。この室内には、すでに選ばれた 10 人の人たちが入れるようになっていました。それは以下の 10人です。 
１．目下売り出し中の歌手の卵  ♀ 19 歳 
２．ＯＬ            ♀ 24 歳 
３．医者の卵          ♀ 27 歳 妊娠 6ヶ月 
４．プロサッカーの選手     ♂ 30 歳 麻薬所持で逮捕暦あり 
５．武装した警官        ♂ 35 歳 何度も警視総監賞受賞 
６．医者            ♂ 32 歳  
７．７ヶ国語に堪能な同時通訳  ♀ 36 歳 子どもは産めない 
８．生化学者          ♂ 60 歳 ノーベル賞受賞 
９．有名な小説家        ♂ 59 歳 精神障害で入院暦あり 
10．牧師            ♂ 70 歳 
 ところが、最後の瞬間になって科学者は、最初の計画に反してカプセルの中では 7 名しか安全を保障できないとア
ナウンスしてきました。上記のリスト中どの人が除かれるべきでしょうか。人類の生存者は 7 名のみというわけです。
生き残れない 3 名をあなたが決めてください。 
１．（               ） 
理由「                                            」 
２．（               ） 
理由「                                            」 
３．（               ） 
























全体 ％ Ａ大学生 ％ Ｂ短期大学生 ％ Ｃ専門学校生 ％ 福祉社会人 ％
どちらも受講 35 19.9 33 55.9 0 0.0 1 2.8 1 5.0
宗教関連のみ 25 14.2 22 37.3 0 0.0 1 2.8 2 10.0
哲学関連のみ 4 2.3 2 3.4 0 0.0 0 0.0 2 10.0
受講していない 107 60.8 2 3.4 0 0.0 33 91.7 17 75.0
その他 1 0.5 0 0.0 0 0.0 1 2.8 0 0.0
ある 70 39.8 59 100.0 7 11.5 4 11.1 0 0.0
ない 82 46.5 0 0.0 34 55.7 28 77.8 20 100.0
キリスト教 61 34.7 59 100.0 2 3.3 0 0.0 0 0.0
仏教 8 4.5 0 0.0 5 8.2 3 8.3 0 0.0
その他 1 0.6 0 0.0 0 0.0 1 2.8 0 0.0
16 9.1 6 10.2 7 11.5 1 2.8 2 10.0
19 10.8 5 8.5 3 4.9 9 25.0 2 10.0
7 4.0 2 3.4 1 1.6 3 8.3 1 5.0
109 61.9 28 47.5 41 67.2 25 69.4 15 75.0
27 15.3 12 20.3 4 6.6 10 27.8 1 5.0
2 1.1 2 3.4 0 0.0 0 0.0 0 0.0
39 22.2 14 23.7 17 27.9 5 13.9 3 15.0
27 15.3 11 18.6 5 8.2 4 11.1 7 15.0
85 48.3 26 44.1 29 47.5 17 47.2 13 65.0
75 42.6 11 18.6 36 59.0 21 58.3 7 35.0
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る場合も多いが，宗教に関する科目を開講しているのは学校自体が宗教系の場合の
みである。さらに，専門学校では選択の幅が少なく，宗教に関する科目は開講さら
れていない。
　介護福祉士養成課程は，「人間と社会」「こころとからだのしくみ」「介護」の３
領域において具体的な教育内容が示されている（31）。そのため，スピリチュアリティ
に関する教育は「人間の理解」領域における「人間の尊厳と自立」で行うことも可
能である。しかし，実際の教育内容は，前述のように各介護福祉士養成施設の裁量
に委ねている。換言すれば，「尊厳」の意味やスピリチュアルな視点には触れてい
ない場合が多いのである。したがって，宗教教育が受け入れられにくい我が国では
今後のスピリチュアリティ教育（宗教・哲学に関連する科目）をどのように提供し
ていくかが問われることになる（32）。　
おわりに
　以上，新カリキュラムに関してスピリチュアリティを考え問う科目の必要性を検
討した結果，教育内容の課題が明らかになったといえよう。
　それは，第１に，全人的ケアを行うには，個別ケア，個人の尊厳，権利擁護の本
質を理解する価値観が必要であり，そのためには宗教・哲学ニーズに関する科目を
学習することが必要であること。第２に，Ａ大学生の特徴は，状況判断能力や遂行
する意思の強さ，スピリチュアリティなものに対する感性や気づきが鋭い。また，
バランスの取れた考え方，現実を認識し客観的，合理的，論理的思考が身について
いるが，この背景には，特定の宗教の信仰と宗教・哲学に関する科目の履修に関連
があること。第３に，Ｄ地方でスピリチュアルニーズを理解するための科目を開講
している養成施設は40校中７校に留まり，専門学校では開講されていない。また，
４年制大学でも宗教に関する科目があるのは，大学自体が宗教系の場合のみである。
　このような課題から，全人的ケアを行える人材を育成するには，今後の介護福祉
士養成教育において，スピリチュアリティを考え問う科目の開講・必要性を検討す
ることが重要課題といえる。
　なお，本研究ではカリキュラム内容の課題について検討したが，宗教教育が受け
（31）前掲書5）を参照のこと。
（32）山田眞知子「フィンランドの小学校教育におけるスピリチュアル・エデュケーションの理論・
実証的考察」『人間福祉研究・第10号』浅井学園大学短期大学部，2007年，pp.1-3
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入れられにくい我が国では，今後のスピリチュアリティ教育をどのように提供して
いくかが問われてくる。この課題を，今後どのようにカリキュラムに反映するかは
さらなる検討が必要である。これについては筆者の今後の課題としたい。
